
福島・宮城・山形 

広域圏災害時相互応援協定書 

 

（趣旨） 

第１条 この協定は、福島地方広域行政圏（福島地方拠点都市地域）、仙南地域広域行政

圏、相馬地方広域市町村圏、亘理・名取広域行政圏及び置賜広域行政圏で構成する市町

村において災害が発生し、被災した市町村（以下「被災市町村」という。）独自では十

分な応急措置ができない場合に、災害対策基本法第６７条第１項の規定に基づき、広域

圏内において物資等の相互応援に関し必要な事項について定めるものとする。 

（広域圏連絡調整市町村） 

第２条 応援事務を迅速かつ円滑に遂行し、かつ各広域圏間並びに広域圏内構成市町村と

の総合調整等を行なうため、各広域圏に連絡調整市町村をあらかじめ定めておくものと

する。 

（連絡責任者） 

第３条 応援に関する責任者として、各広域圏の構成市町村に連絡責任者を置く。 

（応援の種類） 

第４条 応援の種類は次に掲げるものとする。 

 (1)食糧、飲料水及び日用品などの生活必需物資の提供 

 (2)応急対策及び復旧に必要な物資、資機材等の提供 

 (3)応急対策及び復旧に必要な職員の派遣 

(4)避難者の一時収容のための施設の提供及び避難者の受け入れ 

(5)その他前４号に掲げるもののほか、特に要請のあった事項 

（応援要請の手続き） 

第５条 災害発生により応援の要請を必要とする被災市町村は、文書をもって次に掲げる

事項を明らかにし、広域圏連絡調整市町村または被災市町村以外の市町村に対し要請す

るものとする。 

  ただし、緊急を要する場合は、電話等で要請し事後において要請文書を提出するもの

とする。 

 (1)被害の状況及び要請理由 

 (2)提供を要請する生活必需物資、資機材等の種類及び数量 

 (3)派遣を要請する職員の職種及び人員 

 (4)応援の場所及び経路 

 (5)応援を必要とする期間 

（自主応援） 

第６条 被災市町村以外の市町村は、被災市町村の被害が極めて甚大で連絡が取れない場

合又は被災市町村が応援を要請するいとまがないと認められる場合は、要請を待たない

で必要な応援を行なうことができる。この場合においては、前条の要請があったものと



みなすものとする。 

（経費の負担） 

第７条 応援に要した費用は、原則として被災市町村の負担とする。 

（連絡会議） 

第８条 広域圏相互の情報交換等のほか、この協定に基づく応援を円滑に行なうため必要

に応じて連絡調整市町村による連絡会議を開催する。 

（その他防災協定等との関係） 

第９条 この相互応援協定のほか、別途協定している応援協定など特別の定めがある場合

は、その定めるところとする。 

（その他） 

第１０条 この協定に定めのない事項及び協定の実施に関し必要な事項は、その都度協議

するものとする。 

（有効期間） 

第１１条 この協定の有効期間は、平成２５年１２月１日から１年間とする。ただし、期

間満了の１か月前までにいずれからも協定解除の申し出がないときは、さらに 1年間延

長するものとし、その後においても同様とする。 

 

上記協定の成立の証として、本協定書３３通作成し、５広域圏構成３３市町村がそれぞ

れ記名押印の上、各１通を保有するものとする。 

 

 

平成２５年１２月１日 
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